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令和５年度 学校評価報告書（実施結果） 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 

１年間の目標 

 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（１月 20日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①基礎学力の定着
を図るとともに、
それらを活用する
力を育むための柔
軟なカリキュラム
を策定する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②学び直しや協働
的な学びを通して
生徒が主体的に学
ぶ意欲を高める。 

①生活習慣・学習習 
慣の確立に配慮しな
がら、基礎的・基本
的な知識や技能を確
実に習得するよう指
導方法を工夫・改善
する。また、身につ
けた知識・技能を活
用して、他者と協働
して課題を解決しよ
うとする意欲・態度
及び能力を育成す
る。 
 
 
②新学習指導要領に
基づく教育課程を計
画的に実施するとと
もに、実施状況を評
価し、その改善を図
る。 

①モジュール授業等にお
いて学習状況を把握す
るとともに学習習慣を
確立する。学習内容の
習熟の程度に応じた、
課題学習、補充的な学
習などの個に応じた学
習活動を取り入れる。
情報通信ネットワーク
などの情報手段や教
材・教具を適切に活用
して学習活動を充実さ
せるとともに、生徒の
ICT 活用能力の向上を
図る。 

②単元ごとに教科会にお
いて指導と評価の計画に
基づく学習評価を行い、
生徒の学習状況を把握
し、指導の改善に生か
す。 

①学習の習熟度に応じた
課題学習を授業全体の
10％以上取り入れたこと
ができたか。 
①Chromebook を授業全
体の 20％以上の場面で
活用することができた
か。 
①ICT 活用能力の育成を
テーマに授業改善の研修
会を年間 3 回以上行うこ
とができたか。 
 
 
 
②単元の終了ごとに教科
会を設定し、振り返りを
行い授業改善に取り組む
ことができたか。 
 

①モジュール授業等に
おいて学習状況を把握
して習熟度に応じた課
題を取り入れること
で、高校の授業内容に
スムーズに入ることが
できた。 
 
①課題の提示（映像
等）、意見、考えの発
表（アプリ Jamboard）
等、chromebook を授業
で利用する機会が増
え、20％以上の場面で
活用できた。 
①生成 AIの授業での利
用をテーマに授業改善
の研修会を 2 回行うこ
とができた。 
 
②単元の終了ごとに、
振り返りを行うように
努めた。 

①学習支援員等の人
材を活用し、習熟度
に応じた課題学習を
授業内外で行い、学
習意欲を高める。 
 
 
 
①校内研修会等にお
いて、Chromebook や
アプリの活用例を共
有する。 
 
 
 
①ICT 活用能力の育成
をテーマに授業改善
の研修会を行う。 
 
 
②単元ごとに指導と
評価の計画の見直し
を行い、今後の授業
改善に生かす。 

ＩＣＴスキルの向
上がみられる。 
 
生成ＡＩの活用方
法を検討して欲し
い。 

①入学する生徒が多
様化する中で、4 月当
初のモジュール授業
において学習状況を
把握することで、習
熟度に応じた課題学
習を行うなど指導の
個別化に取り組み、
基礎的・基本的な知
識・技能の習得につ
なげることができ
た。 
①ICT の利活用、様々
なアプリの利用など
を通して、他者と協
働して課題を解決す
る場を適切に設定す
ることができた。 
②単元ごとに指導と
評価の計画の見直し
を行い、その後の授
業改善に生かしてい
くことが課題であ
る。 

①モジュール授業
での学習状況の評
価を「指導と評価
の計画」の作成・
実施に反映させ、
基礎的・基本的な
知識・技能の習得
につなげる。 
①ICT の利活用、
様々なアプリの利
用を進めるため、
職員向けの研修会
を定期的に実施
し、職員の情報リ
テラシーを高め
る。 
②指導方法や評価
方法の改善を組織
的な取り組みとす
るため、授業改善
研修会を定期的に
設定する。 

２ 
 
生徒指導・
支援 

①個々の生徒の多
様なニーズに応じ
た適切な指導・支
援体制を充実させ
る。 
 
 
 
 
②特別活動等を通
して自己肯定感を
高めるとともに、
主体性や社会性、
規範意識を育成
し、豊かな人間性
を涵養する。 

①個々の生徒への支
援体制の充実を目指
し、ＳＣ、ＳＳＷや
外部機関との連携を
さらに充実、発展さ
せ、活用する。 
 
 
 
②学校行事や部活動
等の特別活動を通じ
て、自己肯定感を高
め、何事にも主体的
に取り組む積極性を
育成する。 

①スクールカウンセラー
の配置に加え今年度スク
ールソーシャルワーカー 
が配置されたことを活か
し外部の支援機関との連
携をより密にし、生徒そ
れぞれの状況にあった支
援を徹底する。 
 
②行事や授業などを通じ
て生徒の自己肯定感及び
社会の一員としての資質
を高める指導を行い、他
者に配慮する姿勢を身に
着けさせる。 

①外部の支援機関と連携
し、生徒の個々の課題に
対して有効な支援ができ
たか。 
 
 
 
 
 
②社会の一員としての資
質を高め、個々の生徒が
安心して学校生活を送れ
る教育環境を整えること
ができたか。生徒の自己
肯定感を高める教育活動
ことができたか。 

①ＳＣ、ＳＳＷを活か
し、外部の支援機関と
連携しながら、生徒の
個々の課題に対して有
効な支援を行う事がで
きた。 
また、ＳＣ、ＳＳＷと
ともにサポートドック
を活用し生徒の課題を
見つめ、解決する手立
てを試みた。 
  
②社会人としての資質
を高め、個々の生徒が
安心して学校生活を送
れる教育環境を整える
ことができた。 
生徒の自己肯定感を高
めることには可視化す
ることに課題が残っ
た。 

①ＳＣ、ＳＳＷを活
かし、外部の支援機
関と連携をさらに深
化させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②生徒の自己肯定感
を高めることについ
てどの様に可視化さ
せるのかが課題であ
る。 

サポートドックは
良い取り組みだと
思う。 
今後の活用に期待
する。 
ＬＧＢＴＱなど多
様性への対応も必
要となる。 

①ＳＣ、ＳＳＷと連
携し教育相談事務局
が主体となりケース
会議を実施し、生徒
の実態把握と実態に
即した支援を行う事
が出来た。 
サポートドックを活
用し生徒の課題を見
つめ、解決する手立
てを模索した。 
  
②生徒が安心して学
校生活を送れるよう
教育環境を整えてき
た。生徒が自身の成
長や学びを実感とし
て捉えられるよう学
習や特別活動の内容
のさらなる充実を模
索する。 

①ＳＣ、ＳＳＷを
活かし、外部の支
援機関との連携を
深めるとともに、
教育相談事務局の 
機能の充実に努め
る。 
 
ＬＧＢＴＱなど、
多様性への対応も
考えて行く。 
 
 
②生徒が達成感、
自己肯定感を捉え
られるよう取り組
む。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 

１年間の目標 

 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（１月 20日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・
支援 

①学年に応じた計
画的なキャリア教
育を実践し、生徒
の進路意識を高め
ることで希望進路
の実現に繋げる。 
 
 
②外部と連携した
キャリア教育によ
って勤労観や職業
観を育むことで社
会的、職業的な自
立を促す。 

①生徒や保護者へキ
ャリア形成について
考える機会を提供す
るとともに、第一志
望進路の実現のた
め、体系的な進路指
導を行う。 
 
②コロナ禍により、
計画どおりに行えて
いなかった外部との
連携によるキャリア
教育を実施し、社会
人として必要な資質
を身につけさせる指
導･支援を行う。 

①外部機関と連携したキ
ャリア教育により、勤労
観や職業観を育み、進路
希望の実現化を図る指
導・支援を行う。 
 
 
 
②希望進路の実現に向け
て必要な資質の育成を目
指し指導・支援する。 

①希望進路の実現を支援
し、進路未決定者を 30％
以下にすることできた
か。また、進路に対する
意識を高めることができ
たか。 
 
 
②生徒の自己実現に向け
て学習指導を行うととも
に、社会の一員としての
資質を身につけさせなが
ら向上させることができ
たか。 

①希望進路の実現を支
援し、実際の決定につ
なげられた。また、進
路に対する意識を高め
ることができた。 
 進路未決定者は三修
制においては 25％と目
標実現したが、四修制
では 40％となり、全体
で 33.3％となった。 
②生徒の自己実現に向
けて学習指導を行うと
ともに、社会人として
の資質を身につけさせ
ながら向上させること
ができた。 
（進路データ） 

三修制 ４人在籍 

就職１人 進学２人 

四修制 ５人在籍 

就職３人 

①生徒の進路に対す
る意識を向上させ進
路未決定者を減少さ
せる。 
 
 
 
 
 
 
②生徒の自己実現に
向けて探究の授業等
を活用し学習指導を
行う事はできたが、
社会人としての資質
を身につけ、向上さ
せることについては
可視化する方法を考
えたい。 

進路活動での面接
において、質問し
たことに答えてい
ないことがある。 
質問したことに対
する対応について
指導して欲しい。 

①希望進路の実現を
支援し、実際の決定
につなげられた。 
  
 
②生徒の自己実現に
向けて学習指導を行
い、社会人としての
資質を身につけ、向
上させることが出来
た。 
主体性を持って自

己実現に向けて積極
的に取り組む生徒が
多い中、主体性を発
揮できない生徒もい
た。その点が課題で
ある。 
 
 

①生徒の進路に対
する意識を向上さ
せる、具体的な取
り組みを考える。 
 
 
 
 
 
②生徒の自己実現
に向けて具体的な
方策を可視化して
示す。 

４ 
地域等との
協働 

①コミュニティー
スクールを活用
し、保護者・地域
との連携をより一
層深め、開かれた
学校づくりを推進
する。 
 
 
②地域との交流を
深め、積極的に地
域貢献活動を行
う。 

①コロナ禍で停滞し
ていた、生徒・保護
者や近隣住民が参加
できる地域連携を具
体化し、地域の教育
力を本校の教育活動
に活用する。 
 
②地域の一員として
の意識を高めるとと
もに、地域との交流
を進め、地域貢献を
推進する。 

①コロナ禍で停滞してい
た様々な活動を推進し、
保護者・地域との連携を
図る。 
 
 
 
②コロナ禍で停滞してい
た地域との連携につい
て、地域清掃、横定文化
発表会で交流する機会を
設定し、地域交流を推進
する。 

①保護者・地域との連携
した活動を工夫して行う
ことができたか。 
 
 
 
 
②地域清掃・横定文化発
表会において、生徒が積
極的に地域と交流するこ
とができたか。 

①コロナ禍で停滞して
いた保護者・地域と連
携した活動を図る計画
を立てた。地域との連
携は図れなかったが、
文化発表会で保護者と
の連携を深められた。 
 
②地域清掃・横定文化
発表会において、生徒
が地域と交流する事は
出来なかったが、地域
清掃は行うことができ
た。 

①コロナ禍の制限が
開け、保護者・地域
との連携をどのよう
に深めていくかが課
題である。 
 
 
 
②地域清掃・文化発
表会において、コロ
ナ禍が開け、生徒が
積極的に地域と交流
する方法をどの様に
実施するか再検討し
たい。 

横高生が、地域清
掃をしていること
が話題となった。 
定時制のことかと
思われ、うれしか
った。 
 
 
学校で実施の避難
訓練の他、ぜひ自
分が住む地域の訓
練にも参加するよ
うにして欲しい。 

①地域貢献活動とし
て、学校周辺の清掃
活動を２回行うこと
ができた。保護者・
地域との連携が課題
となる。 
 
②学校における避難
訓練では、生徒・職
員が真剣に取り組む
ことができた。学校
周辺の地域の防災へ
と視野を広げること
が課題である。 

①地域清掃などの
行事を保護者や地
域の方へ公開する
機会を増やすため
に、呼びかけの方
法や一緒に活動す
る方法を検討す
る。 
 
②図上訓練を通し
て、「防災」の視
点で学校周辺を知
る機会を設ける。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①令和２年度末か
らの耐震工事に備
えて環境整備を進
め、教育環境への
影響を最小限にと
どめる。 
 
 
 
②ＨＰをはじめと
したツールを活用
し、学校からの積
極的な情報発信を
行う。 
 
 
 
③教職員の仕事を
精査し、組織的な
学校運営と校務の
効率化を図る。 

①A 棟の耐震工事及び
工事終了後の仮設校
舎からA棟への移転に
ついて安全に万全を
期すとともに生徒の
学習環境への影響を
最小限に抑える。 
 
 
②ＨＰ等のツールを
利用し様々な情報発
信を行い、定時制へ
の理解を深める。 
 
 
③Teams 等を活用する
ことによって業務の
効率化を進めるとと
もに、情報共有を徹
底し、組織的な学校
運営を図る。 

①工事の工程・状況につ
いて情報共有、業者も含
めた連携を確実に行い、
安全な学習環境を確保す
る。 
 
 
 
 
②ＨＰ等のツールを活用
し、常に新しい情報を発
信するとともに、本校の
良さを伝える機会を探
る。 
 
③Teams の更なる活用に
より、教員間の情報共有
を円滑にし、グループ横
断的な視点を持ちながら
校務に当たれるよう体制
を作る。 

①耐震工事に際して適切
な環境整備を実施できた
か。 
①耐震工事に関する情報
共有、連携が必要な時期
に適切に行われたか。 
 
 
 
②HP 等で最新の情報を
掲載することができた
か。 
 
 
 
③教員間での情報共有が
徹底できたか、また、全
体的な視点をもって個々
の職員が業務にあたるこ
とができたか。 

①工事の工程・状況に
ついて情報共有を確実
に行い、安全な学習環
境を確保した。 
 
 
 
②定期的な行事予定の
更新、学校説明会等の
情報発信を行った。 
 
 
③Teams 等を活用する
ことによって業務の効
率化を進めるととも
に、情報共有を進め、
組織的な学校運営を図
った。 

①仮設校舎 AB から A
棟への移転後の環境
整備。 
①仮設校舎撤去まで
の安全な教育活動の
確保。 
 
②本校への入学を考
える生徒に向けて情
報発信に力を入れた
い。 
 
③グループ横断的な
視点を持ちながら校
務に当たれるよう体
制の構築を図りた
い。 

教室の中のものの
耐震化についても
考えて欲しい。 
 
ものの置き方も注
意が必要である。 

①年度末の教務関連
の業務や新年度の準
備と並行して移転作
業を事故のないよう
進めることができ
た。 
 
 
②月毎の行事予定の
更新、学校説明会等
の情報発信を行っ
た。 
 
③Teams の活用によ
り、業務の効率化と
情報共有を進めるこ
とができた。 

①校内美化に努
め、快適な学習環
境の維持に努め
る。 
 
 
②学校ホームペー
ジにおける学校案
内、説明会などの
広報活動の充実を
図るとともに、ホ
ームページにタイ
ムラグのない情報
が掲載できるよう
に心がける。 
 
③Teams による校務
の効率化を引き続
き進める。 

 


